

















































王治本は九月三十日、 細野申三とともに富山へと赴いた。これを報ずる記事が、 翌十月一日、 金沢の『北國新聞』 、 富山の『北





































































































































































































































































































































































































































。呉江は、 『越中古今詩鈔』 坤四十一丁にその作品が載る沢田平のことかと思われる。作品は 「辛酉元旦」 という題で、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































水間直二 「金山従革翁につい （ 『高志人』 三十七巻十月号、 一九七二年） 。富山新聞社報道局編 『越中百家』 上巻 （富山新聞社、 一九七三年）二十五～三十頁「豪農金山家（岩峅寺）立山とともに生きた」 。
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なお、 「中 は「あたる」 意味するときは去声の送韻であるから、他の押韻個所と合わないと考えられるが この点につき石野徹は清の胡鳴玉の説（ 『訂譌雑録』 ）に基づき、 「余謂如中聖之類 必宜平声、 若用中酒字、 不妨平仄竝押」との見解を披歴している（ 『五千巻堂集』礼巻三、 十七、 十八丁） 。
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40		 「七十二橋」は新潟を詠む詩文でよく使われる語。41		 筆者は二〇一七年八月末、新潟県立文書館で、 『新潟新聞』をはじめ、当時の地方紙を閲覧調査したが、王治本の新潟訪問を裏付ける記事を発見できなかった。
42		 『季刊墨スペシャル』第十九号（一九九四年）所載の芸術新聞社編「中林梧竹ビジュアル年譜」の三十八年の条に「歳末、 北陸に遊ぶ。富山、
金沢、大聖寺を経て（下略） 」とある。
43		 『敬宇文集』巻十三（吉川弘文館、三十六年） 。44		 北國新聞社出版局編『石川県大百科事典』 （一九九三年）一一〇頁。
45		 金沢市教育委員会新加能画人集成編集委員 編『新加能画人集成』 （一九九〇年）一四二頁。








































59		 『随鷗集』第八編（三十八年五月）所収「墨田佳話」の「斜川吟社」と題する記事による。60		 借山翁を筆名の一つとした書画家斉白石（一八六四～一九五七）のことかもしれないが、そのように擬するには、次の冬心（金農）と時代の隔たり過ぎる が難点。
61		 この「奮」は「旧」 （旧字体は「舊」 ） 誤りと思 れる。

























一三三八年閏七月、新田義貞は藤島の灯明寺畷で、斯波高経の軍勢と交戦中 戦死。この時 中野宗昌が退却するよう請願したが、義貞は「部下を見殺しにして自分一人生き残るのは不本意 と言って、聞き入れな った（ 『太平記』 ） 。その故事を詠んだ作。
66		 『小坡唫稿』にはその他、王治本との交流の中で詠まれた作が七首記されているが、筆者の浅学のため判読できない。67		 この「討」は「詩」の誤りではないかと思われる。
68		 この句は『易』繫辞伝上 「同心之言、其臭如蘭」を踏まえた表 。







尾張・伊勢・越前・三河における足跡と文藝交流（下） 」 （ 『武庫川国文』第八十二号、 二〇一七年）三十七頁。











尾張・伊勢・越前・三河における足跡と文藝交流（上） 」 、及び同（下） （ 『武庫川国文』第八十二号、
二〇一七年） 。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
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